
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今年の年男であるチームの裏方さんにインタビュー」 
今回のトップスニュースのお題は、「年男」ということで、今回の記事は、チームの裏方であるア

シスタントコーチ・西谷亮一さん、アナリスト・五十嵐雅志さんにインタビューに答えていただ

いた。 

 

アシスタントコーチ西谷さん 

Ｑ．このお仕事をしていて大変なことは何ですか。 

Ａ．HC の考えを選手に落とし込む作業などで、寝る時間がないことです。 

Ｑ．このお仕事のやりがいを教えてください。 

Ａ．スカウティングがハマって勝ったときや修正して負けた次の試合で勝ったと

きです。 

また、普段 playtime がない選手が活躍したときにやりがいを感じます。 

Ｑ．普段仲の良い選手は誰ですか。 

Ａ．みんなと仲良いです！ 

Ｑ．年男としての一年の抱負を教えてください。 

Ａ．自身の成長とチームの成長に全力で取り組みます！ 

Ｑ．最後にファンの皆さんに一言お願いします。 

Ａ．バスケットの魅力を多くの人に伝えていきます。是非会場にお越しくださ

い！ 

新年あけましておめでとうございます 

今年もトップス広島・加盟チーム 

そしてトップスニュースをよろしくお願い致します 

「チームの年男・年女にインタビュー！！」 



松本 愛理 選手 

 

アナリスト・五十嵐さん 

Ｑ．このお仕事をしていて大変なことは何ですか。 

Ａ．様々な経験をさせていただき成長や学びにつながりますが、 

新しいことを覚えることが大変です。 

Ｑ．このお仕事のやりがいを教えてください。 

Ａ．チームメイトや応援してくださる皆様と 

一体となり闘える時にやりがいを感じます。 

Ｑ．普段仲の良い選手は誰ですか。 

Ａ．みんなと仲良いです！ 

Ｑ．年男としての一年の抱負を教えてください。 

Ａ．感謝の気持ちを忘れず、実りある一年になるように頑張ります！ 

Ｑ．最後にファンの皆さんに一言お願いします。 

Ａ．いつもたくさんの声援をありがとうございます！ 

これから飛躍できるように精一杯頑張ります！ 

引き続き熱い声援のほどよろしくお願いします！ 

 

今回はチームの裏方である五十嵐さんと西谷さんにインタビューさせていただきました。バスケットをする選手

だけに注目をするだけでなく裏で支えてくださっている方々にも注目していきたい。 

(片山凌汰・川原爽・池谷大輝) 

 

「２０２４コカ･コーラレッドスパークスの年女選手に迫る！」 

2023 年シーズンは 2 冠を勝ち獲ることができたコカ･コーラレッドスパークス。 

2024 年最初のトップスニュースということで、今回は年女になる松本 愛理（マツモト アイリ）

選手に 2023 年の振り返りと 2024 年の目標を伺うことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．今年はどんな一年でしたか。 

Ａ．分からないことが多く、たくさんの方々に聞いたり見たりして学ぶことの多い年でした。 

Ｑ．2024 年の抱負は何ですか。 

Ａ．いろんなことに興味を持ち行動したいと思います。 

Ｑ．個人としての目標、チームとしての目標は何ですか 



清野太成 選手 

清野太雅 選手 

Ａ．個人の目標「基礎基本をしっかりする。」チームの目標「全部のタイトルを獲ります。」 

今回はコカ·コーラレッドスパークスの年女選手にインタビューを行った。インタビューを通してホッケーに対

する姿勢があったからこそ学んだり聞いたりすることが多かったのだと分かった。2023 年はチームの目標であ

った 3 冠は達成できなかったが、松本選手の意気込みを聞いて個人としてもチームとしても応援したくなる言

葉だった。年女の西永選手、大塚選手にも期待したい。              (福田千晴・河野さくら) 

 

「２０２４年・年男  

清野太雅（せいの たいが）選手 

清野太成(きよの たいせい)選手に聞いてみた！」 

今回は、年男である清野太雅選手・清野太成選手に 

                   2023 年の振り返り、2024 年の意気込みを聞いてみた。 

 

Ｑ．2023 年はどのような年でしたか。 

Ａ．清野太雅：夏以降怪我が続いてしまい、思うように走れず難しい 1 年でした。 

清野太成：埼玉から広島県に来て様々なことが変化した 1 年でした。 

会社や陸上競技を通して、自分が成長できたと思える 1 年でした。 

Ｑ．2024 年の抱負を教えてください。 

Ａ．清野太雅：怪我をしないで練習を継続すること。職場の方に頑張っている姿を見せ

られるように頑張ります。 

清野太成：2024 年は結果を残します。昨年はそれほど大きくはチームに貢献出来な

かったので、今年は特に活躍する 1 年にしたいです。 

Ｑ．年末年始の過ごし方を教えてください。 

Ａ．清野太雅：毎年駅伝があるので早く寝るようにしています。 

  清野太成：僕たちに年末年始はありません（笑）。昨年までは箱根駅伝、今年からは

ニューイヤー駅伝があり、一般的な正月は過ごせません。 

Ｑ．実業団としての 1 年目、ご自身の変化を感じることはありましたか。 

Ａ．清野太雅：心に余裕を持てるようになった気がします。 

  清野太成：実業団の 1 年目はチームメイトや練習環境が変わり、慣れないことが多

くありました。しかしその環境においても、選手として強く成長するこ

とができました。 

 

 

今回は、2023 年新しい環境で１年間走り抜けてきたお二人にインタビューを行った。 

2024 年の活躍にも期待したい。                      (河原薫・岩元優祐・井分愛希) 

「ヴィクトワール広島を支える年男の選手に迫る！」 

  

今回の記事では、ヴィクトワール広島の年男の選手に取材を行った。今回取材を行ったのは、

宮﨑健太選手だ。宮﨑選手は 2000 年 9 月 19 日生まれの辰年で今年の年男だ。2022 年に 



宮﨑健太選手 

開催された、西日本チャレンジサイクルロードレース U23 で 8 位という成績を残している。 

 

Ｑ．昨シーズンを振り返っての感想を教えてください。 

Ａ．プロ選手一年目となった昨シーズンでしたが、 

やはりそれまでのレースとのギャップに中々対応し切れず、 

個人的には苦しいシーズンとなってしまいました。 

Ｑ．これまでで大変だったことは何ですか。 

Ａ．自転車は機材スポーツなので機材の整備やセッティングも重要です。 

が、自分はとても不器用なので、そこは苦労しました！ 

今はチームの専属メカニックに頼りっぱなしです笑。 

Ｑ．座右の銘は何ですか?またその理由を教えてください！ 

Ａ．「どれだけ苦しい事でもいつかは必ず終わる」です。 

自転車競技はレースでも練習でも苦しい事しかありません。 

もはや苦しさを楽しむスポーツです笑。 

レースでキツイ場面でもトレーニングの苦しいメニューも、 

ゴールラインを越えるなり指定時間をこなすなりすれば必ず終わりが来ます。 

苦しい時はそう考えるようしています。 

この考え方は自転車以外の日常生活でも使えると思います笑。 

Ｑ．今年のチームとしての目標を教えてください。 

Ａ．今年は昨年あと一歩及ばなかったリーグでの個人総合優勝、 

そしてホームレースである広島大会での優勝を目標としています。 

Ｑ．今年の個人としての目標を教えてください。 

Ａ．今年はアシストとしてエースをしっかりと助ける走りが出来るようになるという事を目標に掲げています。

フィジカル面でも技術面でもより自分を高めていけるようなシーズンにしたいです。 

 

今回は年男である宮﨑健太選手にインタビューを行った。インタビューを通して宮﨑選手の自転車競技に対して

の情熱を知ることができた。これからも、宮﨑選手がより一層活躍することを期待する。 

(西岳浩英・足井凪葉) 

 

「2024 年・年男！ 

中村 仁宣（なかむら きみのり）選手に聞いてみた！」 

2023 年 7 月から始まった第 48 回日本ハンドボールリーグも折り返しに差し掛かろうとして

いる。そこで今回は年が明けた 2024 年、年男である中村仁宣選手に今年の抱負などを質問し

た。 

 

 

Ｑ．2023 年を漢字一文字で表すと何ですか？ 

Ａ．「継」です。理由は、良くも悪くも自分たちがやってきたハンドボールをできた一年だったからです。 

河原監督が就任して 2 年目のシーズン中盤ですので、監督と選手のやりたことが明確に定まってきたのが 

2023 年でした。以上が「継」にした理由です。 

安芸高田ワクナガ 

ハンドボールクラブ 



小園 海斗 選手 

Ｑ．2024 年に挑戦したいことは何ですか？ 

Ａ．自炊を頑張りたいです。 

 

Ｑ．2024 年の抱負を教えてください 

Ａ．チームのためにできることを精一杯頑張ります。 

 

Ｑ．年末年始はどのようにすごされましたか？ 

Ａ．実家でゆっくり過ごしました。 

 

 

 辰年である 2024 年は中村選手の活躍とともにチームにとっても大きく飛躍する年になることを期待したい。

(丸谷元斗・西岡拓也) 

 

「新井ファミリーの年男に迫る！」 

 

年が明け、2 年目新井カープの新たなシーズンが始まろうとしている。昨年は惜しくも 2 位という

成績に終わってしまったが、今年こそは 2018 年以来 6 年ぶりのリーグ優勝、そして 1984 年以来

40 年ぶりの日本一に期待したいところだ。そこで本号では、今年年男であり、更なる活躍が期待さ

れている 2 人の選手を紹介していく。選手たちには、年男だからこそやってみたいこと、12 年後の

3 回目の年男の時にどうなっていたいか、そして、2024 年シーズンへの目標、意気込みを語っても

らった。 

 

まず 1 人目の選手は、小園海斗選手だ。小園選手は昨シーズン、80 試合に出場し、打

率 2 割 8 分 6 厘、6 本塁打、8 盗塁と走攻守において活躍した。シーズン終了後には

侍ジャパンにも選出され、アジアチャンピオンシップでは全試合に出場し、優勝に大

きく貢献した。そんな小園選手は、今年年男になった記念に時計を買いたいそうだ。

そして、12 年後の年男の際には、今と同じ様にプロ野球選手として現役で活躍してい

たいと答えてくれた。最後に小園選手は 2024 年シーズンへの意気込みとして、「個人

的な目標はタイトルを取ること、昨年は盗塁が 8 個だったので 2 桁盗塁することも目

指したいと思う。」「チームとしては、リーグ優勝、そして日本一になることが目標。

今シーズンも応援よろしくお願いします。」と語ってくれた。今季も小園選手の活躍

に目が離せない。 

 

次に紹介する選手は、中村貴浩選手だ。 

中村選手は、2022 年の育成ドラフト 2 位で入団すると、 

開幕からわずか 2 か月で支配下登録され、1 軍で初ヒットを記録した。 

ポテンシャルも高く、将来のクリーンナップ候補の一人だ。 

そんな中村選手は「今年、年男だからといってどうしたいとかはないが、 

1 年間怪我なく楽しく野球ができたらな」と語ってくれた。 

そして 12 年後の年男の際には、 

「想像つかないが、プロ野球という舞台で一流として野球をしていたい。 

中村 仁宣 選手 

中村 貴浩 選手 



そして、人として周りの人やファンの方々に、好かれるような選手でいたい。」 

と答えた。 

最後に中村選手は 2024 年シーズンへの意気込みとして、「個人的な目標として数字の目標はないが、１年間怪我

なく野球を楽しめたらいいなと思う。」「チームとしてはリーグ優勝、そして日本シリーズ優勝できるようにチー

ムに貢献したい。」と語ってくれた。中村選手の更なるブレイクに期待だ。年男 2 人の活躍がカープ優勝の鍵と

なるだろう。(鍋野大河・高橋玄弥) 

 

「サンフレッチェ広島の新監督に迫る！！」 

        ※サンフレッチェ広島は年男・年女に該当する方がいらっしゃらなかったため、チームの代表であるスキッ

ベ監督に取材させていただきました。 

 

サンフレッチェ広島は昨シーズン、リーグ第3位の成績を残した。そこで今回は、就任 

からチームを2年連続リーグ上位に導いたミヒャエル・スキッベ監督にインタビューした。 

スキッベ監督は、ドイツ出身でサウジアラビアのアル・アインFCからサンフレッチェ広島 

へ監督として就任した。 

 

Ｑ．2023年はどんなシーズンでしたか。 

Ａ．1年を通して良い時もあれば悪い時もあったが、最後の最後まで諦めずに戦い抜き 

上位(3位)で終えられたのは良かった。 

 

Ｑ．2024年の抱負を教えてください。 

Ａ．新たな本拠地『エディオンピースウイング広島』で戦う1年目のシーズン。 

チームのスタイルであるアグレッシブな姿勢を見せて、 

新しい歴史を作っていきたい。 

 

 

サンフレッチェ広島は昨シーズン第3位と、惜しくも優勝とはならなかった。 

今シーズンこそスキッベ監督がチームを優勝に導いてくれるだろう。今後のチームの動向に注目したい。 

(山本芽衣・田北睦人・笹方瑛陽) 

 

「JT サンダーズ広島の年男に迫る！！」 

 

今回は「年男・年女」をテーマに 2024 年の年男 背番号 21 番の川口選手にインタビューを行っ

た。川口選手には『2023 年で一番印象に残っていること』『2023 年でやり残したこと』『2024 年

の抱負』『2024 年に挑戦したいこと』の４つの質問をした。 

 

 最初に『2023 年で一番印象に残っていること』に対して 

 

川口選手は「Ⅴリーグデビュー」と回答した。 

 

ミヒャエル・スキッベ監督 

©2024 S.FC 



 

 次に『2023 年でやり残したこと』を伺ったところ 

「もう少しゆっくり生きてもよかった」と答えた。 

 

 次に『2024 年の抱負』を伺ったところ川口選手は 

「楽しくバレーボールをしたい」と回答した。 

 

 

 最後に『2024 年に挑戦したいこと』を伺った。 

これに対し川口選手は「人とのコミュニケーションを大切にしたい」と意気込みを述べた。 

 

シーズン真っ只中の JT サンダーズ広島。川口選手を始め 2024 年の JT サンダーズ広島に注目だ。 

(中川菜都・石川実羽) 

 

 

「2024 年は上り竜の如く！」 

 

 

今回の記事で紹介する選手は村上雄人（ムラカミ ユウト）選手だ。村上選手は躍動感溢れる後衛の選手であり、

コーチとしても活躍されている。今回はそんな村上選手に取材を行った。 

 

 

 

Ｑ．2023 年を振り返りどう感じましたか。 

Ａ．2023 年早々に怪我をしてしまい、 

良いスタートダッシュを切ることが出来なかったが、 

中盤から終盤にかけて 

状態が良かったので巻き返しを図ることが出来た。 

 

 

  

 

Ｑ．2024 年に挑戦したいことはありますか。 

Ａ．現役生活を頑張るのはもちろんのこと、ベテランとしてチームや後輩のサポートも行っていきたい。 

Ｑ．年男としてどのような 1 年にしたいですか。 

Ａ．過去最高記録を狙うとともに上り竜の如く、1 年を通して色々なことにチャレンジして成長していきたい。 

 

2024 年ＮＴＴ西日本ブルーグランツの選手の活躍に期待したい。 

                               （波多桜子・山口慶典） 

 

 

川口 柊人 選手 

村上雄人選手 



 

「広島ガスバドミントン部 年女に聞く」 

今回は、チームの年女・年男にインタビューということで広島ガスバドミントン部に所属す

る江藤コーチに取材を行った。 

 

Ｑ．2024 年はどんな年になりそうですか？ 

Ａ．広島ガスバドミントンチームにとってさらなる 

進化が期待出来る年になると思っています。 

Ｑ．2024 年チームとしての目標は何ですか？ 

Ａ．Ｓ/Ｊリーグ TOP４進出です。一歩一歩ではありますが、 

着実に TOP４のチームに近づいていると感じています。 

今年は上位チームに勝って TOP４進出できるように頑張ります。 

Ｑ．年女として 2024 年取り組みたい事は？ 

Ａ．具体的にはまだ決まっていませんが、 

どんなことも前向きにチャレンジしていきたいです。 

Ｑ．ファンの方に一言お願いします。 

Ａ．広島ガスバドミントンチームの応援をよろしくお願いします！！ 

 

S/J リーグ TOP4 進出を目指す広島ガスバドミントン部。2024 年の活躍から目が離せない！                                

（橋本優真・土江静令奈） 

 

 

  「イズミメイプルレッズの年女選手にインタビュー」 

 

今回は、辰年の篠愛里(しのあいり)選手、田渕美沙(たぶちみさ)選手、高木奈央(たかぎなお)選手に①2023 年は

どのような 1 年だったか②年末年始はどのように過ごすのか③2024 年の抱負 の 3 つのインタビューを行った。 

篠選手 

① 大学を卒業し、次のステップに進むことを決め広島に来ました。新しい土地、新しい環境での

生活にも慣れ、チームに貢献したいという気持ちを持って練習に励むことができました。 

② 年末の日本選手権で、目標である日本一を達成できるよう一戦一戦熱く一丸となって戦いたい

と思います。正月は、家族とゆっくり過ごす予定です。 

毎年箱根駅伝を家の近くの沿道に観に行っているので、行きたいと思っています。 

③ フィジカルの強化と個人スキルのレベルを上げ、日本一のという目標をタッ（辰）成できる 

ように頑張ります。 

田渕選手 

①チームの体制も変わり、変化の 1 年となりました。大きな大会で満足のいく結果は 

残せませんでしたが、その後のリーグ戦ではチームで取り組んできた事を出せた 

時間帯も増えてきました。 

個人的には、新監督の戦術の意図を理解しようと練習から色んなことに挑戦する事が 

出来たと思います。 

江藤 理恵 コーチ 



  

②久しぶりに年越しを地元で過ごせるので友人に会ったり、実家で家族と過ごしたりする予定です。 

家族が揃う事もなかなか少なくなっているので、一緒に過ごせる時間を大切にしたいです。 

③ハンドボールも、私生活も学ぶ姿勢を大切にしていきたいです。 

また、フィジカルとメンタルを更に鍛えてチームのために、ワンシーズン戦い抜きます。 

 

高木選手 

①チームとしては、各大会で満足のいく結果を出すことができませんでした。

また、個人的に怪我でチームを離脱し、新監督の新しい戦術を試合で体現す

る事が中々できなかったので悔しい 1 年になりました。 

②年末年始は、全日本選手権に出場するのでひとつでも良い結果を残して広

島に帰って来られるように頑張ります。お正月は祖父母の家でゆっくり過

ごす予定です。 

③3 年目になるので、ハンドボールを頑張ることはもちろんですが、精神的に

はもう少し余裕を持っていろいろなことに挑戦する年にしたいです。年女

になるので、登り龍のようにどんどん天高く調子を上げていけるように頑

張ります！ 

 

 

                             （若崎心菜・内山知咲） 
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